
年間授業計画　新様式

高等学校 令和6年度（１学年用） 
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：（１組：菅田・島田） （２組：香西・岸本） （３組：野間・岸本） （４組：菅田・野間） （５組：香西・島田）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数
学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付け
るようにする。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断し
ようとする態度、問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり、評価・改善したりしようとす
る態度や創造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

数学科 数学Ⅰ
数学科 数学Ⅰ 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

数と式、図形と計量、二次関数及びデータの分
析についての基本的な概念や原理・法則を体系
的に理解するとともに、事象を数学化したり、
数学的に解釈したり、数学的に表現・処理した
りする技能を身に付けるようにする。

命題の条件や結論に着目し、数や式を多面的に
みたり目的に応じて適切に変形したりする力、
図形の構成要素間の関係に着目し、図形の性質
や計量について論理的に考察し表現する力、関
数関係に着目し、事象を的確に表現してその特
徴を表、式、グラフを相互に関連付けて考察す
る力、社会の事象などから設定した問題につい
て、データの散らばりや変量間の関係などに着
目し、適切な手法を選択して分析を行い、問題
を解決したり、解決の過程や結果を批判的に考
察し判断したりする力を養う。

２　東書　数Ⅰ７０２　数学ⅠStandard

数学科

数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認
識し統合的・発展的に考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確
に表現する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的
論拠に基づいて判断しようとする態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り、評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数学Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

１
学
期

A 式の計算
【知識及び技能】
・単項式、多項式、項、次数、係
数、定数項、同類項、多項式の次
数、n 次式など、式についての用語
とその意味について理解させる。
・指数法則や乗法公式、因数分解の
公式について理解し、適切に式の変
形を行うことができる技能を身に付
けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
・1つの式を多面的に捉えたり、式
の特徴を捉え、見通しをもって式の
展開や因数分解をできるように考え
させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・1つの式を多面的に捉え、それぞ
れの見方について考察させる。

○指導事項
　・展開
　・因数分解
○教材
　・教科書
　・問題集
　・プリント
○一人１台端末の活用
　・意見共有
　・授業の振り返り
　・小テスト

【知識・技能】
・単項式、多項式、項、次数、係数、定数
項、同類項、多項式の次数、n 次式など、式
についての用語の意味を理解している。
・指数法則や乗法公式といった計算規則につ
いての理解を深め、適切に式を変形すること
ができる。
・乗法公式を逆に用いることで因数分解の公
式として利用できることを理解し、式を正し
く因数分解することができる。
【思考・判断・表現】
・式を多面的に捉える工夫の中から、目的に
応じて適切な方法を判断することができる。
・式の特徴に応じて、式の一部を1つの文字に
置き換えて考えたり、特定の文字に着目して
整理するなど、見通しをもって式を因数分解
したりすることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・式を多面的に捉えて、複数の方法で式を変
形する方法について、それぞれのよさを比
較・検討しようとしている。
・式を多面的に捉えて、複数の見方で式を整
理して因数分解する方法について、それぞれ
の良さを比較・検討しようとしている。

○ ○ ○ 13

B 実数
【知識及び技能】
・数に関連する用語の意味や絶対値
の定義について理解させる。
・根号を含む四則演算、分母の有理
化を行う技能を身に付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
・実数と数直線の表現について考察
させる。
・分母が平方根の和や差の形をして
いるなど複雑な形の分数の有理化に
ついて、式の特徴を捉えて有理化の
方法を考えさえる。
【学びに向かう力、人間性等】
・四則演算について閉じていない数
について考察させる。
・分母が平方根の和や差の形をして
いる分数の有理化について、既習の
乗法公式と関連させて考えさせる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

○指導事項
　・実数
　・根号を含む式の計算
○教材
　・教科書
　・問題集
　・プリント
○一人１台端末の活用
　・意見共有
　・授業の振り返り
　・小テスト

【知識・技能】
・数に関連する用語の意味や絶対値の定義に
ついて理解している。
・根号を含む四則演算、分母の有理化を行う
ことができる。
【思考・判断・表現】
・実数と数直線の表現について考察すること
ができる。
・分母が平方根の和や差の形をしているなど
複雑な形の分数の有理化について、式の特徴
を捉え有理化を行うことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・四則演算について閉じていない数について
考察しようとしている。
・分母が平方根の和や差の形をしている分数
の有理化について、既習の乗法公式と関連さ
せて考えようとしている。

○ ○ ○ 6

定期考査 ○ ○ 1



C １次不等式
【知識及び技能】
・不等式の意味やその基本性質、不
等式の解と不等式を解くことの意味
について理解させる。
・１次不等式、連立1次不等式を解
く技能を身に付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
・不等式の基本性質についてその仕
組みなどを考察させる。
・連立不等式を数直線上で表現させ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・等式の基本性質と不等式の基本性
質の違いについて考察させる。
・日常生活の事象を不等式として考
察させる。

○

○指導事項
　・不等式と１次不等式
　・不等式の応用
○教材
　・教科書
　・問題集
　・プリント
○一人１台端末の活用
　・意見共有
　・授業の振り返り
　・小テスト
　・考察した日常生活の事象のま
とめ

【知識・技能】
・不等式の意味やその基本性質、不等式の解
と不等式を解くことの意味について理解し、1
次不等式を解くことができる。
・連立1次不等式を解くことができる。
【思考・判断・表現】
・具体的な数の大小関係をもとにして、不等
式の基本性質について考察したり、説明した
りすることができる。
・連立不等式の意味をや仕組みを考え、解の
範囲を数直線を使って表現することができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・等式の基本性質と不等式の基本性質につい
てその違いを考察しようとしている。
・日常生活の事象を不等式として表現するこ
とに関心を持つことができる。

定期考査

7

○

○

○ ○

【知識・技能】
・2次方程式の解の求め方を理解し、2次方程
式の解を用いて2次関数のグラフとx軸の共有
点のx座標を求めることができる。
・判別式を用いて、2次方程式の解の個数を調
べることができる
・2次関数のグラフとx軸の共有点の個数との
関係を、判別式を用いて調べることができ
る。
・2次不等式の解と2次関数のグラフの関係に
ついて理解し、2次関数のグラフを用いて2次
不等式の解を求めることができる。
・2次不等式を含む連立不等式の解を求めるこ
とができる。
【思考・判断・表現】
・2次関数のグラフとx軸の共有点について、2
次方程式の実数解と関連させて考察すること
ができる。
・2次方程式の実数解の個数に対する判別式の
意義や有用性について考察することができ
る。
・2次不等式の解について、グラフとx軸との
位置関係と関連させて考察することができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・2次関数のグラフとx軸の共有点を、2次方程
式の実数解と関連付けて考えようとしてい
る。
・判別式を活用して2次方程式の実数解の個数
の分析を考えようとしている。
・2次関数のグラフとx軸の共有点の位置関係
を活用して2次不等式の解を考えようとしてい
る。

○指導事項
　・２次関数のグラフとｘ軸の共
有点
　・２次関数のグラフとx軸の共有
点の個数
　・２次不等式
○教材
　・教科書
　・問題集
　・プリント
○一人１台端末の活用
　・意見共有
　・授業の振り返り
　・小テスト
　・グラフ作成ツールを利用した
グラフの作成、作成したグラフを
用いた考察

G ２次方程式と２次不等式
【知識及び技能】
・2次方程式の解の求め方を理解さ
せ、2次方程式の解を用いて2次関数
のグラフとx軸の共有点のx座標を求
める技能を身に付けさせる。
・判別式を用いて、2次方程式の解
の個数を調べる技能を身に付けさせ
る。
・2次関数のグラフとx軸の共有点の
個数との関係を、判別式を用いて調
べる技能を身に付けさせる。
・2次不等式の解と2次関数のグラフ
の関係について理解し、2次関数の
グラフを用いて2次不等式の解を求
める技能を身に付けさせる。
・2次不等式を含む連立不等式の解
を求める技能を身に付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
・2次関数のグラフとx軸の共有点に
ついて、2次方程式の実数解と関連
させて考察させる。
・2次方程式の実数解の個数に対す
る判別式の意義や有用性について考
察させる。
・2次不等式の解について、グラフ
とx軸との位置関係と関連させて考
察させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・2次関数のグラフとx軸の共有点
を、2次方程式の実数解と関連付け
て考えさせる。
・判別式を活用して2次方程式の実
数解の個数の分析を考えさせる。
・2次関数のグラフとx軸の共有点の
位置関係を活用して2次不等式の解
を考えさせる。

F ２次関数とグラフ
【知識及び技能】
・2次関数の意味や関数の値の表し
方、及び2次関数の値の変化やグラ
フの特徴について理解させ、2次関
数の式を平方完成するなどして、グ
ラフをかく技能を身に付けさせる。
・関数の定義域・値域の意味を理解
させ、1次関数や2次関数のグラフを
用いて最大値、最小値を求める技能
を身に付けさせる。
・2次関数を決定するための条件に
ついて基礎的な知識を身に付けさ
せ、グラフに関する条件から2次関
数を決定する技能を身に付けさせ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・2つの2次関数のグラフの位置関係
について考察させる。
・2次関数のグラフを利用して、定
義域に応じた値域、最大・最小を論
理的に考察させる。
・２次関数の決定に必要な要素を考
察させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・１次関数と２次関数の違いについ
て考察させる。
・定義域に応じて値域、最大・最小
が変わることについて考察させる。
・１次関数と２次関数の決定にそれ
ぞれ必要な要素を考察させる。

定期考査

○○

○ 1

14○○○

【知識・技能】
・2次関数の意味や関数の値の表し方、及び2
次関数の値の変化やグラフの特徴について理
解し、2次関数の式を平方完成するなどして、
グラフをかくことができる。
・関数の定義域・値域の意味を理解し、1次関
数や2次関数のグラフを用いて最大値、最小値
を求めることができる。
・2次関数を決定するための条件について基礎
的な知識を身に付け、グラフに関する条件か
ら2次関数を決定することができる。
【思考・判断・表現】
・2つの2次関数のグラフの位置関係について
考察することができる。
・2次関数のグラフを利用して、定義域に応じ
た値域、最大・最小を論理的に考察したり、
具体的な問題の解決に活用したりすることが
できる。
・２次関数の決定に必要な要素を考察するこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・１次関数と２次関数の違いについて考察し
ようとしている。
・定義域に応じた値域、最大・最小について
考察しようとしている。
・１次関数と２次関数の決定にそれぞれ必要
な要素を考察しようとしている。

○指導事項
　・２次関数
　・２次関数の最大・最小
　・２次関数の決定
○教材
　・教科書
　・問題集
　・プリント
○一人１台端末の活用
　・意見共有
　・授業の振り返り
　・小テスト
　・グラフ作成ツールを利用した
グラフの作成・考察

1○○

10



２
学
期

H 鋭角の三角比
【知識及び技能】
・正接、正弦、余弦の意味を理解さ
せ、具体的な三角形からその値を求
める技能を身に付けさせる。
・三角比を用いて三角形の辺の長さ
を求める技能を身に付けさせる。
・角Aの三角比と角90°-Aの三角比
の関係について理解させ、1つの三
角比を別の角の三角比で表す技能を
身に付けさせる。
・三角比の相互関係を用いて、1つ
の三角比の値から他の2つの三角比
の値を求める技能を身につけさせ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・図形の構成要素間の関係に着目
し、日常生活の事象を三角比を利用
して考察させる。
・三平方の定理や正接の定義を利用
して、三角比の間に成り立つ関係を
考察させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・日常生活の事象を三角比を用いて
考察させる。
・三平方の定理や正接の定義を利用
して、三角比の間に成り立つ関係を
考察させる。

9○○○

【知識・技能】
・正接、正弦、余弦の意味を理解し、具体的
な三角形からその値を求めることができる。
・三角比を用いて三角形の辺の長さを求める
ことができる。
・角Aの三角比と角90°-Aの三角比の関係につ
いて理解し、1つの三角比を別の角の三角比で
表すことができる。
・三角比の相互関係を用いて、1つの三角比の
値から他の2つの三角比の値を求めることがで
きる。
【思考・判断・表現】
・図形の構成要素間の関係に着目し、日常生
活の事象を三角比を利用してその問題を解決
することができる。
・三平方の定理や正接の定義を利用して、三
角比の間に成り立つ関係を考察することがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・日常生活の事象を三角比を用いて考察しよ
うとしている。
・三平方の定理や正接の定義を利用して、三
角比の間に成り立つ関係を考えようとしてい
る。

○指導事項
　・直角三角形と三角比
　・三角比の相互関係
○教材
　・教科書
　・問題集
　・プリント
○一人１台端末の活用
　・意見共有
　・授業の振り返り
　・小テスト
　・図形作成ツールを利用した図
形の作成、作成した図形を用いた
考察
　・考察した日常生活にある事象
のまとめ

7○○○

【知識・技能】
・0°、90°、180°まで拡張した三角比の定
義を理解することができる。
・鋭角の三角比の値を用いて鈍角の三角比の
値を求めることができる。
・三角比の値から角 θ の大きさを求めるこ
とができる。
・鈍角の場合の三角比の相互関係について理
解し、それらを用いて1つの三角比の値から他
の2つの三角比の値を求めることができる。
・任意の鈍角の三角比を鋭角の三角比で表し
たり、三角比の表を用いてその値を求めたり
することができる。
【思考・判断・表現】
・点の座標を用いて鋭角の三角比を表現し、
それをもとにして鈍角の三角比の定義につい
て考察することができる
・角θの三角比と角180°-θの三角比の関係
について考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・点の座標を用いて鋭角の三角比を表現した
り、それをもとにして鈍角の三角比の定義に
ついて考えたりしようとしている。
・角θの三角比と角180°-θの三角比の関係
について考察しようとしている。

○指導事項
　・三角比と座標
　・三角比の性質
○教材
　・教科書
　・問題集
　・プリント
○一人１台端末の活用
　・意見共有
　・授業の振り返り
　・小テスト
　・図形作成ツールを利用した図
形の作成、作成した図形を用いた
考察

I 三角比の拡張
【知識及び技能】
・0°、90°、180°まで拡張した三
角比の定義を理解させる。
・鋭角の三角比の値を用いて鈍角の
三角比の値を求める技能を身に付け
させる。
・三角比の値から角 θ の大きさを
求める技能を身に付けさせる。
・鈍角の場合の三角比の相互関係に
ついて理解させ、それらを用いて1
つの三角比の値から他の2つの三角
比の値を求める技能を身に付けさせ
る。
・任意の鈍角の三角比を鋭角の三角
比で表したり、三角比の表を用いて
その値を求めたりする技能を身に付
けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
・点の座標を用いて鋭角の三角比を
表現し、それをもとにして鈍角の三
角比の定義について考察させる。
・角θの三角比と角180°-θの三角
比の関係について考察させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・点の座標を用いて鋭角の三角比を
表現したり、それをもとにした鈍角
の三角比の定義と鋭角の三角形で学
習した直角三角形での三角比の定義
の違いについて考察させる
・角θの三角比と角180°-θの三角
比の関係について考察させる。
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定期考査
○ ○ 1

３
学
期

K データの分析
【知識及び技能】
・偏差、分散、標準偏差の定義とそ
の意味や特徴を理解させ、具体的な
データにおいてにそれらを求める技
能を身に付けさせる。
・散布図及び相関関係の意味を理解
させる。
・相関係数の定義を理解させ、具体
的なデータにおいて求める技能を身
に付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
・偏差の総和を用いてデータの散ら
ばりの大きさを表す方法の短所を見
出し、分散の定義について考察した
り、標準偏差を用いることの意義に
ついて考察させる。
・標準偏差を用いて複数のデータを
比較し、それらの違いを適切に考察
させる。
・2つのデータの相関関係につい
て、散布図を用いて考察させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・偏差の総和を用いてデータの散ら
ばりの大きさを表す方法の短所を見
出したり、分散の定義や標準偏差を
用いる意義について考察させる。
・2つのデータの相関関係につい
て、散布図を用いて考察させる。

○指導事項
　・データの散らばり
　・データの相関
○教材
　・教科書
　・問題集
　・プリント
○一人１台端末の活用
　・意見共有
　・授業の振り返り
　・小テスト
　・表計算ソフトウェア、統計解
析ソフトウェアの活用
　・オープンデータの収集・活用
○他教科との連携
　・情報科

【知識・技能】
・偏差、分散、標準偏差の定義とその意味や
特徴を理解し、具体的なデータにおいてにそ
れらを求めることができる。
・散布図及び相関関係の意味を理解してい
る。
・相関係数の定義を理解し、具体的なデータ
において求めることができる。
【思考・判断・表現】
・偏差の総和を用いてデータの散らばりの大
きさを表す方法の短所を見出し、分散の定義
について考察したり、標準偏差を用いること
の意義について考察することができる。
・標準偏差を用いて複数のデータを比較し、
それらの違いを適切に考察することができ
る。
・2つのデータの相関関係について、散布図を
用いて考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・偏差の総和を用いてデータの散らばりの大
きさを表す方法の短所を見出したり、分散の
定義や標準偏差を用いる意義について考察し
たりしようとしている。
・2つのデータの相関関係について、散布図を
用いて考えようとしている。

○ ○

J 三角形への応用
【知識及び技能】
・正弦定理や余弦定理を用いて、外
接円の半径を求めたり、既知の辺や
角から残りの辺や角の大きさを求め
たりする技能を身に付けさせる。
・三角比を用いた三角形の面積の公
式について理解させ、条件に応じて
余弦定理や三角比の相互関係を用い
て三角形の面積を求める技能を身に
付けさせる。
・三角比を空間図形の計量に活用す
る技能を身に付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
・三角比を用いて三角形の構成要素
間の関係を考察させ、それらの関係
が一般の三角形においても成り立つ
ことを考察させる。
・三角比を用いて三角形の面積公式
を考察させる。
・三角比をもちいた空間図形の計量
について考察させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・三角比を用いて三角形の構成要素
間の関係を考察させ、それらの関係
が一般の三角形においても成り立つ
ことを考察させる。
・三角比を用いて三角形の面積公式
を考察させる。
・三角比を日常生活の事象の問題解
決にどのように活用できるか考察さ
せる。

○指導事項
　・直角三角形と三角比
　・三角比の相互関係
○教材
　・教科書
　・問題集
　・プリント
○一人１台端末の活用
　・意見共有
　・授業の振り返り
　・小テスト
　・図形作成ツールを利用した図
形の作成、作成した図形を用いた
考察
　・考察した日常生活にある事象
のまとめ

【知識・技能】
・正弦定理や余弦定理を用いて、外接円の半
径を求めたり、既知の辺や角から残りの辺や
角の大きさを求めたりすることができる。
・三角比を用いた三角形の面積の公式につい
て理解し、条件に応じて余弦定理や三角比の
相互関係を用いて三角形の面積を求めること
ができる。
・三角比を空間図形の計量に活用することが
できる。
【思考・判断・表現】
・三角比を用いて三角形の構成要素間の関係
を考察したり、それらの関係が一般の三角形
においても成り立つことを考察することがで
きる。
・三角比を用いて三角形の面積公式を導くこ
とができる。
・三角比をもちいた空間図形の計量について
考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・三角比を用いて三角形の構成要素間の関係
を考察したり、それらの関係が一般の三角形
においても成り立つことを考察しようとして
いる。
・三角比を用いて三角形の面積公式を導こう
としている。
・三角比を日常生活の事象の問題解決に活用
しようとしている。

○ ○

10○○○

【知識・技能】
・問題解決のプロセスについて理解してい
る。
【思考・判断・表現】
・これまでに学んだデータを分析する方法を
用いて身の回りの事象をPPDACサイクルに沿っ
て考察したり検討したりすることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・具体的な問題解決の場面において、PPDACサ
イクルを活用したり、その過程を振り返って
考察を深めたり、評価・改善したりしようと
している。

○指導事項
　・データの分析を利用した問題
解決
○教材
　・教科書
　・問題集
　・プリント
○一人１台端末の活用
　・意見共有
　・授業の振り返り
　・小テスト
　・表計算ソフトウェア、統計解
析ソフトウェアの活用
　・オープンデータの収集・活用
　・考察した日常生活の事象につ
いてのまとめ
○他教科との連携
　・情報科

L データの分析の応用
【知識及び技能】
・問題解決のプロセスについて理解
させる。
【思考力、判断力、表現力等】
・これまでに学んだデータを分析す
る方法を用いて身の回りの事象を
PPDACサイクルに沿って考察させ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・具体的な問題解決の場面におい
て、PPDACサイクルを活用したり、
その過程を振り返って考察を深めさ
せる。
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合計
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3○○○

【知識・技能】
・具体的な事象において仮説検定の考え方を
理解している。
【思考・判断・表現】
・不確実な事象の起こりやすさに着目し、主
張の妥当性について、実験などを通して判断
したり、批判的に考察したりすることができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・不確実な事象の起こりやすさに着目し、主
張の妥当性について、実験などを通して判断
したり、批判的に考察したりしようとしてい
る

○指導事項
　・データの分析を利用した問題
解決
○教材
　・教科書
　・問題集
　・プリント
○一人１台端末の活用
　・意見共有
　・授業の振り返り
　・小テスト
　・表計算ソフトウェア、統計解
析ソフトウェアの活用
　・オープンデータの収集・活用
　・考察した日常生活の事象につ
いてのまとめ
○他教科との連携
　・情報科

M 仮説検定の考え方
【知識及び技能】
・具体的な事象において仮説検定の
考え方を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
・不確実な事象の起こりやすさに着
目し、主張の妥当性について、実験
などを通して判断したり、批判的に
考察させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・不確実な事象の起こりやすさに着
目し、首長の妥当性について、実験
などを通して判断したり、批判的に
考察させる。


